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企業の健全性は正しい企業⾵⼟の育成である。社員意識はその公正な企業経営における判
断なのである。 
 
これらは、時代性における⾶躍と新たな可能性を提案できるのである。 
 
これらは企業経営における判断が社員において存在するということであり、経営チームに
おける経営⼿腕は、社員が正しい判断を与えることで、企業の公正さが構築できるのである。 
 
これらは先端性や優れた企業という現実への正しい企業⾏動が未来を実現できることを意
味するものである。 
 
これらは責任の共有や、社員の満⾜度という判断が存在し、これらは企業⾵⼟が、その公正
さにおいて正しい企業構築の実現を要求⾬されることなのである。 
 
これらは、経営能⼒は、唯⼀正しい企業の確⽴を実現できることを意味するものである。 
 
また時代基準と要求への合格は、企業努⼒の結果であり、優れた⾵⼟と環境の構築は、時代
性における⾃⼰を与え、これらは現実における企業の構築を許容されるものなのである。 
 
⾶躍は、企業環境と就業環境、製品と社員の能⼒において、時代との整合性を与え、⾶躍の
実現を許容される。 
 
これらは優れた企業倫理性における企業経営が可能性という未来の実現性を与えることを
意味するものである。 
 
これらは企業という独⽴体が、⾃らの努⼒において、⾃⼰の実現を完成できる⾳を意味する
ものである。 
 
これらは⾃由経済システムにおける企業が⾃⼰の可能性を現実化することなのである。 
 


